
実習に際して、まず忘れて

はいけないのは、薬局の一員

として業務に当たること。

「薬局という組織の一員にな

るわけですから、ただ教えて

もらうだけでなく、役割が発

生する。自分の役割が何かを

考え、役割を果たそうという

義務感をしっかり持ってほし

い」と永田さん。さらに、

「大学では、教員と学生とい

うことで許される部分は多い

が、態度１つとっても、社会

でそれは通用しない。大学の

代表として来たということを

忘れず、できる範囲でいいの

で、適切な対応を考えてほし

い」と、社会人としての心構

えで実習に取り組むことが大

切だとしている。

また、大学での授業と違っ

て、現場では様々な状況が生

まれ、来局した患者さんによ

って、予定していた実習内容

が入れ替わることも、考えて

おかなければいけないポイントだ。「今日は

やらないはずだったことを、急遽やりましょ

うということだって十分にあり得る。対応に

困らないよう、事前学習の内容をしっかり復

習してきてほしい」と、永田さん。

予定外ということでは、「薬局が一番面白

いのは営業時間外だ」と

いう。薬局が営業時間通

りに終わることはまずな

い。患者さんがいれば閉

めるわけにもいかない

し、緊急時には当然対応

する。それだけに、「実習時間外でも、でき

得る限り薬剤師が何をしているか、その姿を

見てほしい」という。

ただし、規定の実習時間外に残るよう指示

することはできないため、判断は学生自身の

自主性にかかっている。「遊びのことは考え

ず、自主的に残ってくれるくらいの姿勢を見

せてくれると、指導する側もやりがいが沸く」

というのが、正直な思いのようだ。

学生の自主性が求められるのは、何も時間

外実習に限られたことではない。受け入れ先

の薬局は、実習期間中も通常の営業をしてい

る。そのため、基本的に指導薬剤師は通常業

務をこなさなければならず、学生に付きっき

りというわけにはいかない。「実習は１コマ

90分だが、業務そのものは２、３分で終わる

ものが多い。だから、教えてもらった後は自

習することが大事。指導薬剤師の業務を観察

し、自分にもできそうだと思えば、積極的に

参加を申し出るというように、自分でつかみ

取っていく気持ちが大切ではないか」と、永

田さん。実習時間を有効に活用するためには、

各自の工夫が重要ということのようだ。

もう１つ、学生が理解しておかなければい

けないのが、「現場なのだから、当然怒られ

る場面もある」ということ。「薬局は人の命

を守る立場にある。何らかのミスで、命や身

体に被害を与える可能性が発生すれば、当然、

怒る対象になる。なぜ怒られたのかを考え、

分からなければ聞くようにしてほしい」とい

う。怒られた理由が理解できなければ、相互

の関係に支障が出る場合もある。納得できな

ければ指導薬剤師本人と、しっかり話し合う

ことが必要だと指摘する。

薬学教育史上初の長期実務実習で、学生・

薬局とも、多くの不安を抱えている。ただ、

疑問、不安、思ったことを素直に伝えなけれ

ば、お互いを理解することはできない。その

上で、「何か問題が生じたときは、大学と薬

局両方に報告し、対応を図る」ことが重要に

なる。

長期実務実習は、大学では学べない実際の

状況を目の前で学べる貴重な機会。それだけ

に、「薬局で業務に従事する薬剤師の姿を見

ることで、医療従事者として働いたときに何

ができるのか、自分はどんな薬剤師になりた

いのか、自分の将来像も考えてほしい」と、

永田さんは、目前に迫った初の長期実務実習

へ期待を込めている。
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今年５月から、いよいよ薬局での長期実務実習が始まる。11週間に及ぶ実

務実習を前に、学生も薬局も不安に思うことは少なからずあるはずだが、実

習を円滑に進めるためには、学生の学習に対する姿勢が重要になってくるこ

とは間違いない。そこで、受け入れ薬局の立場から、学生に期待することや、

薬局実習のポイントについて、東京都練馬区で薬局を経営し、日本薬剤師会

の実務実習委員会で要職に就く永田泰造さんに話を聞いた。
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日本薬剤師会実務実習委員会

永田　泰造さんに聞く
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